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充電施設の課金システム

有人管理

無人管理

使用方法

使用方法

管理者立会
鍵で管理

・コイン（現金）

・会員カード

・電子マネー

・クレジット

※ 急速充電器・普通充電器 共通

誰でも使える

持っている人
だけ使える

←現在の主流

（組合せ可）

←現在はWAONのみ

課 題

いつも誰もが使えるには、

人が常駐する必要がある

現金回収・つり銭補充

カードを貸してくれる人が

近くにいる必要がある

どこか近くで電子マネーが
買える必要がある

←システムはまだない
－

安価安価

高価高価

課 題


